
用語の解説 

 

● 純流動（Linked Trip） 

交通機関の乗り継ぎ状況によらず、実際の出発地から目的地まで（目的に着目した）の

移動（流動）を純流動といいます。 

なお、交通機関毎の人の移動（流動）は、総流動（Unlinked Trip）といいます。 

 

● 最終アクセス交通機関 

端末交通機関乗り継ぎにおいて、出発地側から幹線交通機関に乗るまでの交通機関をア

クセス交通機関としています。 

 本調査においては、幹線鉄道に乗車する直前に利用した交通機関のことを最終アクセス

交通機関としています。 

 

● 最初イグレス交通機関 

端末交通機関乗り継ぎにおいて、幹線交通機関を降りた後に目的地までの交通機関をイ

グレス交通機関としています。 

 本調査においては、幹線鉄道から降車した直後に利用した交通機関のことを最初イグレ

ス交通機関としています。 

 
● 目的区分 

本調査では、「仕事」「観光・行楽・レジャー」「私用・帰省」「通勤・通学」「その他」の

目的区分に分けています。それぞれの目的は以下の通りです。 

 

仕事        ：業務での出張（本社や支店、取引先の訪問・視察・研修・コン

ベンション等への参加・講演や演奏会の開催や出演等）等、仕

事目的での流動で、「仕事」の帰りも含みます。 

観光・行楽・レジャー：観光（名所・旧跡、催し物等を見る）、保養（温泉、家族・知人

との交流等）、スポーツ・体験型レジャー（遊園地・ドライブ・

釣り・写真等）目的での流動で、「観光・行楽・レジャー」の帰

りも含みます。 

私用・帰省     ：「観光・行楽・レジャー」以外の帰省及び私用（実家への帰省・

親類や友人宅への訪問・結婚式や葬式等への出席・病人介護の

ための訪問等）目的での流動で、「私用・帰省」の帰りも含みま

す。 

通勤・通学     ：通常の通勤（上記「仕事」に当てはまらない自らの勤務先への

通勤）や通学での流動で、「通勤・通学」の帰りも含みます。 

その他       ：上記以外の「その他」目的での流動で、「その他」の帰りも含み

ます。 


